
前橋競輪開催事業等委託事業者の選定結果について 

令和元年１１月１２日 

公営事業課 

１ 業務内容 

（１）本場開催及び場外発売の総合運営（開催業務） 

    ①車券の発売・払戻に関する業務 

   ②映像配信及び場内放送に関する業務 

   ③お客様サービス、イベント等に関する業務 

   ④場内外の警備、清掃業務 

   ⑤従業員の雇用     

⑥賞典に関する業務 

   ⑦選手宿舎の管理・運営                等 

  (２）競輪事業実施のために必要な業務（非開催業務） 

   ①関係機関との調整 

   ②広告・宣伝企画業務 

   ③各種調査・報告事項の処理              等 

（３）新たな事業展開 

   ①新たな事業展開の企画・立案及び具体的な計画の策定  等 

    ・木製バンクの整備と世界選手権誘致支援 

    ・館林場外のおける他競技の複合発売 

    ・ネット施策 

    ・貸館業務施策 

   

２ 委託期間 

   令和２年４月１日～令和８年３月３１日（６年間） 

 

３ 選定事業者（優先交渉権者） 

 （１）代表事業者 日本トーター株式会社 

 （２）構成事業者 有限会社関東プロスポーツ通信社（市内事業者） 

          株式会社ティーネットエンタープライズ（市内事業者） 

          株式会社山口シネマ 

 

４ 選定審査会開催日 

   令和元年１１月６日（水） 

 

５ 審査委員 

   市職員  ３名（副市長、産業経済部長、公営事業課長） 

   外部委員 ５名 

 

６ 参加事業者 

   ２グループ １０事業者 



 

７ 審査方法 

   プレゼンテーション及びヒアリングによる審査 

 

８ 業務委託料率（６年間） 

   車券総売上額４．１％ 

（売上見込み １０７２億円・業務委託料見込み（税込）４８．３億円） 

   ※限度額 ５４億円（６年間） 

 

９ 審査結果（合計得点） 

審査項目 審査内容等 日本トーター㈱ Ａ社 

１．健全経営 代表事業者財務状況 ８０ ８０ 

協力事業者財務状況 ３２ ２４ 

２．受託体制 業務実績 １０８ ７８ 

業務実施体制 ２４０ ２０９ 

業務理解度 ９６ ８７ 

企画提案力 ８７ ７８ 

地元業者の採用 ６４ ５８ 

小計（１００点満点×８人＝８００点満点） ７０７ ６１４ 

３．危機管理体制と 

  コンプライアンス 

危機管理体制 ５２ ５２ 

システム障害等への対応 ５６ ５０ 

コンプライアンス ５８ ５６ 

４．業務効率化のための

方策 

企画力 ９３ ８１ 

実現可能性 ８４ ６９ 

５．売上向上、ファンサ

ービス拡大、顧客層

拡大のための方策 

売上向上 企画力 ６４ ５８ 

実現可能性 ５８ ５６ 

ファンサービス

顧客層の拡大 

企画力 ３１ ３２ 

実現可能性 ３０ ２９ 

６．新たな事業展開 視点・発想 ３２ ２９ 

企画力 ３５ ３３ 

効果 ６２ ５２ 

実現性 ６０ ５０ 

７．委託料率 委託料率 １６８ １２０ 

小計（１５０点満点×８人＝１２００点満点） ８８３ ７６７ 

評価点合計（２５０点満点×８人＝２０００点満点） １５９０ １３８１ 

 

１０ 今後の予定 

   選定業者との契約 令和元年１２月中 

   引継期間     令和２年 １月～３月 

   民間委託開始   令和２年 ４月 １日 


